




′′排 来爆″ にぁゥゎ汐漱 的に■ の2～3"バ 相あす 0.

く″け匈オで` べ・/L入 ゝにく赤大 のな=1`″ ′∂“であった。

2-2)あえパル、 Lれ 口権 tに てぃうえ 口はg´ 51くホ〈よ

うドφ務力箋八うχ―x力●あh― `%ム ,y´yJ胸)h,い `x―X中費

●″ %く う、,:くネで及たて`、,ろ。 (′ Jわ リネ駒的 には不

,9ぅR之示し′か《♭夕りに1ピ疑ヵ縦 ドガ クrくた χパォう″tる。

ス釆 こう匂 `ら ゥろ力 人がヵι:=ロー6● ようr.■雑

*  I  a fu9a" * -* t1 -  f r ,< ' rL\  ) ,La t ,  ?  :  z  * .  b
Y

^ 6 ̂ ', l$Mr**&b.t r\, 'tb&*rX t-c' r.tr'i c t

1  f f ,  t s  |  t l  a  Yx ,L l  r  <  N i  a  f  . t  Wbx  z l i e

亀 あ強 口`ヨ ァ_ヒ 洵億 来 のズに瑚終kッ クセ砂 力たヽて

お り′募 た のた 人 t物 ヴr、彰飾 バうハ大われる。

2‐3 )ロー7 'す ′イ 寿 洵通費撲 の款ヵ のセ掟稼え ●耳

か,コ で ある。実験前の試 料 ●電れ釈薇́ `澤 つ

′6 7‐ (■′′% )で め,く パ′力 入夜 の沢 えt t  t

わ固"で寿衆パえっない冷て…t`″～滋グユtit

場極わ κェ、,部分種択 た、な。,な 、,′ ´ 夕的像極

で、3ド レーン:マ畔 ,く 八嗜 りの修孵し曽加 パなら

た 0.

V〕 考Mたの自逢 ま

1)二次た的ドィ′、場合′力 入 ヒ滉x。 キ衛うtt

ビのよりに して お rヽ`り八.

2)ηEJらにおって資蛹 花ニイうグ嚇ズ>′,らネ残わ卜しし

て採用 くつ萩 壊Кょって嗜以 二^ =ク rふ力入げ

の働qEで 1●場極祥 のうォンLケう耐レ トリュウム Lパ及え して効ぅ●It(

衆1日riイリレ性のケ′崚脇 tまうにし′朔『ブkぅか t`力子で●Lヒ l よヽり

ス縫口の力χ大困難 ・てう。

3)通嗜ヤトニキのヵテスンパ竃拠的に織雑``it F業植 うた後袖衝Kな

属の7k重に物 (炒lしゞ α″24)の た霰 t杉え てつにゎた嚢釣1, 、ゝ,

セカで力xt`,7ょあうしィ●ι′人いかりでカパ友減 によつぼltによ

り吸収ユ^′ 工り身κ与えつτヵバ″た●喀くりって tォタ■ヒF′よ

つくゎ′後物 のヽ ヽ う手岬の'募 ドよリカ入効果木たわ】につ。

哄上 ヽュで碍‐うよ●基ふ的`=Lt`tFに て′ユ く義た実験tお

こ 嗜 ク = じ 1 ｀ t て ,ヽ つ 。

ぅすに : , _ i  l t本 彙職 の実験 長こ れ0ズ 験 碁■ のた ヱ oケ i  t  t t  t

"も ●で あ う。
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